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とは名ばかりでまだまだ寒い日が続いています。今年は、イ立春
ンフルエンザの流行も早く、本校でも１月の三連休後に一気に発症し
て、学年閉鎖を行いました。これからも、手洗い・うがい・換気等に
気をつけていきたいと思います。
さて、２月は「逃げる 、３月は「去る」と言われますが、３学期」

ももうすぐ半分が終えようとしています。月日が経つのは早いもので
す。年間の締めくくりを子どもたちは一生懸命頑張っています。応援よろしくお願い
します。

本校の教育に関するアンケート
ご協力ありがとうございました。

今、学校は「計画・実践・評価・改善」というサイクルの「評価」の時期になりま
した。一年間の教育実践をいろいろな方向から反省し、評価をしております。
そして、保護者の皆様のご意見を本校教育に生かしたく 「アンケート」を実施致、

しました。皆様には、お忙しい中ご協力をいただきました。誠に有り難く心より感謝
申し上げます。回収率は、９７％と高いものでした。今月末には、通知にて詳しくお
知らせいたします。
全項目において 「よくあてはまる 「あてはまる」の合計が、９０％以上でした。、 」

素晴らしい評価を頂きました。
、 、「 」「 」本校の教育に対して 特に期待していることでは 心の教育３９％ 学力２５％

という順で、お子さんの子育てにおいて、特に大切にしていることでは 「対話４１、
％ 「道徳１８％」という結果でした。」
良いものは継続し、課題につきましては、改善を図っていきたいと思いますので、

今後とも、皆様のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

～ 給食週間 ～
（１月２１日～１月２５日）

学校給食は、明治２２年に初めて実施されて以来、各地に広がりましたが、戦争の
ために中断されました。昭和２２年１２月に３都県（東京・神奈川・千葉）で実施さ
、 「 」 。れ 冬季休業後の１月２４日～１月３０日の一週間を 学校給食週間 となりました
初めて実施された給食はおにぎりと漬け物だけでした。食べるものが十分でなかっ

た時代背景から、それでも子どもたちはみんなで同じものが食べられることに大喜び
だったようです。現在は主食（ご飯やパン）牛乳・おかず・汁物等が出ています。本
校では、学年ＰＴＡに給食試食会も行っておりますので、様子はよくお分かりである
と思います。給食の時間は、食べるだけでなく食事のマナーや栄養についても学ぶ良
い機会になっています。

《カルタ取り》今年度の給食週間では、作品の発表や給食
カルタを行いました。作文は給食の時間にク
ラス代表の児童が校内放送で読み、ポスター
は、配膳室入り口に作品を掲示しています。
給食カルタは、インフルエンザ感染予防もあ
り縦割り班では行うことが出来ませんでした
が、各教室毎に読み手もとり手も楽しく実施 る
することができました。

学校教育目標

輝く瞳・伸びる力
あふれる笑顔の三鴨っ子の育成

やさしい子・かしこい子・たくましい子

2月5日命の大切さについての授業
～思春期応援隊の活用～

本校では、性に関する指導の授業を全学年で実施しています。
特に、２年生と5年生では、外部講師に毎年この時期に、お出で
いただいて授業を行っています。今年度も、獨協医科大学病院の看
護師のＨ・Ｙさんをお招きして授業を行いました。

お母さんのおなかの中で、10ヶ月育ち、家の人の喜びや感動の中自分が誕生した
こと、映像も交えて分かりやすくお話して頂きました。受精卵の大きさや新生児の
模型を抱いて、その大きさに驚いていました。成長は、個人差もあり比較すること
ではなく成長の喜びを味わうことである。そして、何よりたった一つしかない命を
大切にすること、命の連続性をしっかりと考えることが出来た時間でした。

★学級活動「生命の誕生」
Ｈ・Ｒさん Ｋ・Ｙさん5年 2年

わたしは、命の大切さを教えていただ わたしは、赤ちゃんが声や音を聞くこ
いて 「命」というのは、自分のものであ とは、おなかの中にいる7ヶ月からだと、
るけれど、自分から生まれる人の命でも 聞いてびっくりしました。わたしは１㎜
あることが分かりました。赤ちゃんはお の大きさからこんなに成長できたのは、
母さんのおなかの中で少しずつ目や鼻が 家族みんなのおかげだと思いました。わ
出来ていくのが不思議でした。わたしは たしは、命は本当に大切なんだと感じま
前から助産師さんになりたい夢がありま した。これからは、家族に感謝して生き
したので、いろいろ勉強になりました。 ていきたいと思います。

。しました

～ よい子の山 ～
東日本大震災の後、危険箇所があ
り使うことが出来なかったよい子の
山が、修復されリニューアルオープ
ンしました。トンネルの中には、砂
をつめ開閉式の鍵付きの鉄の扉をつ

けました。山はペンキで色をぬり仕上げました。楽しみに待っていた子どもたちは、
休み時間になると我先にと集まり、よい子の山は元気な声と笑顔で溢れています。作
業にご協力頂きました皆様、大変ありがとうございました。

《お知らせ》
放射線量 1月(μ ms)学校ホームページに、届け出用紙を載せました。

ホームページのお便りのページを開いていただくと、
11日 ０．１０2下記の用紙がありますので、印刷して使うことが出来

ます。
18日 ０．０８２○欠席届

○出席停止時証明書
25日 ０．1０７○登校申請書及び記入例

ご活用ください。




